
＜治療上の重要性＞

• 脳梗塞予防等に広く使用される。

（推定使用患者数：100万人）

＜注意点＞

• 薬が効きすぎると副作用(出血)がある。

• 薬が効かないと致死的血栓が生じる。

• くすりの投与量に、大きな個人差がある。

抗凝固薬ワルファリン療法の
投与プロトコール作成と処方設計

医師の手間が大きく、経験に基づく処方ではリスクも大きい。

医師・薬剤師の共同による投与プロトコールの作成と効率化。
18


